


っ
た
ば
か
り
で
す
。
美
し
い
町
並
み

ま
す
。
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高岡市金屋町

を
生
か
す
た
め
に
、
建
物
の
保
存
や

修
復
の
ほ
か
に
、
通
り
の
電
柱
の
移

設
や
緑
地
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い

高
岡
市
の
中
心
部
に
は
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
古
い
建
物
や
町
並
み
が
生

活
の
場
と
し
て
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も

一
度
、
ゆ
っ
く
り
と
高
岡

の
町
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

金屋の町並み

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
者
の
み

な
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
た
写

真
と
原
稿
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

干
側
富
山
市
新
総
曲
輪

県
広
報
課

「あ
な
た
の

発祥の地を記念する石碑

月
に
高
岡
銅
器
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

金
色
に
輝
く
鳳
風
が
と
り
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
金
屋
町
は
、
全
国
に
誇
る

高
岡
銅
器
発
祥
の
地
な
の
で
す
。
今

で
も
町
内
に
は
、
銅
器
造
り
の
職
人

き
ん
達
が
住
ん
で
い
ま
す
。
近
く
に

は
鋳
物
史
料
館
が
あ
っ
て
、
金
屋
町

-
送
付
先

一
番
七
号

ふ
る
さ
と
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
」
係

同 ; c
文化性をとリ入れた鳳鳴橋

六
月
は
、
ま
ち
づ
く
り
月
間
で
す
。

の
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

交
通
の
激
し
い
県
道
か
ら

一
歩
金

-九九『

そ
こ
で
自
分
達
の
町
は
自
分
達
で

ある 高 み守
り鳳lf県岡でり
ま鳴f道市町育
す橋r高金2並て
。 の問 屋や みて
鳳た氷町i保い
鳴も見を存こ
橋と線訪にう
ににがね立と
は、干てち
、 金 保 み 上 町

こ 屋 川まが内
の町をしつぐ
四は渡たたる

屋
町
の
通
り
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
す

と
、
あ
た
り
は
江
戸
時
代
の
町
人
の

町
か
と
思
う
ほ
ど
、
静
か
で
落
ち
着

い
た
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。

」
こ
の
町
並
み
保
存
は
、

今
始
ま

つ
ば

日

の

め

/ 
〆
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今
年
も
愛
鳥
週
間
の
初
日
の
五
月

十
日
、
県
下

一
斉
に
ツ
バ
メ
の
生
息
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
富
山
県

が
毎
年
五
月
に
、
県
内
の
小
学
生
の
協

力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
県
内
で
も
二
百
丘
十
六

校
、
約

一
万
五
干
名
の
六
年
生
が
、

自
分
た
ち
の
地
域
に
つ
い
て
、
調
査

を
し
ま
し
た
。

ツ
バ
メ
は
冬
を
暖
か
い
南
の
同
で

す
ご
し
、
春
に
な
る
と
中
緯
度
の
日

本
な
ど
に
飛
来
し
て
産
卵
し
、
ヒ
ナ

を
育
て
る
渡
り
鳥
で
す
。
他
の
野
鳥

と
異
っ
て
、
好
ん
で
人
家
の
軒
下
な

寸

ど
に
巣
を
作
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
は
、
住
宅
構
造
の

変
化
や
農
薬
の
影
響
な
ど
で
、
ツ
バ

メ
の
生
活
環
境
が
悪
く
な
り
、
飛
来

す
る
数
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

を虫
すをツ
る餌;ノく
愛とメ
らしは
し
し、まカ
姿たや
か熱ノ¥
ら 心 エ

昔子田
か育の
らて害

私
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
た
鳥
で
す
。

今
年
は
春
の
訪
れ
が
遅
く
、
ツ
パ

メ
の
巣
作
り
も
二
週
間
ぐ
ら
い
遅
れ

た
よ
う
で
す
。
い
つ
ま
で
も
ツ
バ

メ

の
帰
る
ふ
る
さ
と
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。



金塁診

官
園
山
を
訪
問

ジ
ミ
l
・カ
l
タ
l
氏

富
山
国
際
化
時
代
• 

富
山
県
が
世
界
に
誇
る
大
企
業
、

Y
K
K吉
田
工
業
が
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
て
、
五
月
一一
十
三

H
、
国
内

か
ら

一
干
名
、
海
外
か
ら
一
一
目
名
を

招
い
て
盛
大
に
祝
賀
式
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
式
典
で

一
段
と
人
目
を
引
い

た
の
が
、
前
ア
メ
リ
カ
合
衆
凶
大
統

領
ジ
ミ

l
・
カ
|
タ
l
氏
と
ロ
ザ
リ

ン
夫
人
、
そ
し
て
カ

l
タ
l
氏
が

H

2 

の
中
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
愛
娘
エ

ミ
l
嬢
の
姿
で
し
た
。

カ
l
タ
l
氏
と

Y
K
K
の
結
び
つ

き
は
、

Y
K
K
が
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
に

工
場
進
山
を
決
め
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
大
規
模
主
力

工
場
の
建
設
計
岡
に
際
し
て
、
最
も

熱
心
に
誘
致
を
行
っ
た
の
が
、
当
時

の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
知
事
ジ
ミ

l
・
カ

l
タ
l
氏
で
し
た
。

さ
て
、
新
叶
一
紀
に
山
川
っ
て
大
き
く

叶
一
界
に
飛
躍
し
よ
う
と
川
際
交
流
に

力
を
入
れ
る
寓
山
児
で
は
、
こ
の
機

ち
逃
さ
ず
日
米
交
流
の
場
を
作
っ
て

大
い
に
親
善
を
深
め
ま
し
た
。
写
真

は
、
知
事
主
催
の
夕
食
会
で
の

一
コ

マ
で
す
。

カ

l
タ

l
氏
は

H

何
で
も
見
て
、

何
に
で
も
挑
戦
し
よ
う
H

と
い
う
大

変
好
奇
心
の
強
い
お
人
で
す
。
日
本

料
理
の
数
々
や
抹
茶
を
興
味
深
く
、

が か
らつ

「

そワ
のン
健1ダ
峡fフ
ぶル
り」
をを
み連
せ 発
てし
いな

ま
し
た
。

そ
し
て
カ

l
タ
l
氏
が
特
に
強
い

興
味
を
示
し
た
の
は
、
会
場
に
な

っ

た
く
れ
は
山
荘
の
古
い
民
家
の
造
り

で
し
た
。

ま
た
、

素
焼
の
大
皿
に
サ

3 

イ
ン
し
た
り
、
富
山
の
民
謡
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
知
事
や
関
係
者
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
話
に
も
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

「
一
度
ゆ
っ
く
り
日
本
料
理
を
味

「
畳
の
上
で
寝
て

わ
っ
て
み
た
い
」

み
た
い
」
「
趣
味
の
木
彫
り
の
道
具

を
買
い
た
い
L

な
ど
、
来
県
前
か
ら

抱
い
て
い
た
望
み
を
果
た
し
て
、
次

の
訪
問
地
広
島
へ
出
発
し
ま
し
た
。

五
月
二
十

一
日
か
ら
四
日
間
、
カ

ー
タ

l
氏

一
家
の
富
山
の
印
象
は

ど
う
だ
つ
た
で
し
ょ
う
か
。
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永
遠
の
友
好
と
平
和
に
む
け
て

富
山
県
• 
遼
寧
省
友
好
県
省
締
結

昭
和
五
十
九
年
五
月
九
日
、
中
華
人
民
共
和
国
遼
寧
省
と
富
山
県
と
の

遼
寧
省
友
好
代
表
団
八
名
を
は
じ
め
、
約
六
十
名
が
列
席
、
厳
粛
な
雰
囲

午
後
二
時
か
ら
、
県
民
会
館
八
階
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、

本
A
V

『
レ
れ
九

。

気
の
な
か
、
中
沖
県
知
事
と
全
樹
仁
省
長
が
署
名
し
、
協
定
書
を
交
換
し

間
で
友
好
県
省
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

-
遼
寧
省
と
は

6 

遼
寧
省
は
中
国
東
北
部
に
あ
っ
て

面
積
は
百
四
十
五

・
七
千
平
方
キ
ロ

灯
、
人
口
は
三
千
五
百
九
十
万
人
、

と
も
に
富
山
県
の
三
十
倍
以
上
の
規

模
の
大
き
な
省
で
す
。
富
山
県
よ
り

北
方
の
北
緯
三
十
八
度
か
ら
四
十
三

度
に
あ
っ
て
、
日
本
海
を
は
さ
ん
で

本
県
と
対
峠
し
て
い
ま
す
。
省
都
は
議

陽
、
そ
の
他
に
大
連
、
鞍
山
、
撫
順
な

ど
我
が
国
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
大
都

市
が
あ
り
ま
す
。

-
富
山
県
と
の
結
び
つ
き

遼
寧
省
を
含
む
中
国
東
北
部
は
、

昔
か
ら
私
た
ち
の
住
む
北
陸
地
方
と

深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
古
代

か
ら
頻
繁
な
交
流
が
も
た
れ
、
北
陸

の
文
化
や
政
治
、
経
済
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
例
え

月ば
弘

当仁
時元
の年
励If

海r西
国暦
使八
を百
越十
中年
国)

に五

招
来
し
て
、
国
街
の
史
生
や
習
語
生

に
湖
海
語
を
学
ば
せ
た
と
い
う
記
述

日本国富山県と中華人民共和国遼寧省との

友好県省締結協定書

日本国富山県と中華人民共和国遼寧省は、多年にわたる友好交流

の基礎の上に、日中共同声明と日中平和友好条約の原則に基づき、

両県省の相互理解と友誼を増進し、繁栄と発展を促進するため、協

議の結果、正式に友好県省の締結を決定した。

双方は、経済、貿易、科学技術、文化、体育など各分野の広範な

交流を通じて、絶えず両県省の問の友好協力関係を強めることを取

り決めた。

双方は、これらの交流活動を通じて、日中両同民の子々孫々にわ

たる永遠の友好と平和に貢献することを誓うものである。

この協定書は、知事と省長が署名した日から効力を生ずる。

日本文と中国文は、共に同等の効力を有する。

1984年5月9円

フ
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富山県と遼寧省との交流事業計画

事 項 内 :g 時 期

II.~鹿かの受贈
調印記念としてi審陽動物園より々馬鹿'

7月
2頭を受贈

工業技術研修員の受よれ
研修員 2名(プラスチック、製薬技術)

(79月カ~、月目3白間6月0 ) 
県工業試験場、県薬事研究所で受入れ

研修員 4名 (水稲、野菜、畜産) 7-9月

農業研修員の受入れ
ホームステイ方式 ( 3か月間)

指導員 2名(果樹、畜県産) 8-9月

農業試験場等 (1.5か月間)

漁業視祭聞の受入れ
栽培漁業、水産加工技術関係の視察

6月
5名

本県児童・生徒の絵画 ・書 200点を遼
5月 9日

小中学校交換作品製 寧省へ送付遼寧省少年宮(藩陽市)に

て調印式と同時に開催
-17日

遼寧省スポーツ代表団 (35名)の来県

スポーツ交流 男子高校サッカー(岩瀬) 8月

女子高校バレーボール (福光)

議 会 交流
遼寧省人民代表大会常務委員会主任ら

10月
8名の来県

遼寧省調印代表団の来県(5月)に対す

富山県答礼訪省団の派遣 る答礼として、省からの招特に応じ訪 未定

省団を派遣

昭和59年

黒竜江省

大慶。
ノ、/レビン。

V遼寧省の位置

ー-，./'~、

'‘ 
~ 

v‘ . 
4も

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

助
海
国
は

八
世
紀
頃
、
今
の
遼
寧
省
あ
た
り
か

ら
朝
鮮
半
島
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た

国
で
す
。

富
山
県
と
遼
寧
省
と
の
直
接
交
流

は
、
今
か
ら
五
年
前
の
「
中
日
友
好
の

船
」
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
友

好
の
船
の
富
山
県
内
視
察
団
の

一
行

の
中
に
遼
寧
省
の
代
表
十
九
名
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
年

県
青
年
の
船
三
百
八
名
が
中
国
に
派

遣
さ
れ
た
際
、
海
陽
市
を
訪
れ
て

一

層
、
親
善
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
以

来
、
積
極
的
な
友
好
関
係
が
進
み
、

B 

こ
の
五
月
九
日
の
友
好
県
省
締
結
の

日
を
迎
え
た
わ
け
で
す
。

-
深
ま
る
友
好
親
善
関
係

代
表
団
の
二
什
は
、
締
結
の
日
の

前
日
、
富
山
空
港
に
到
着
、

日
中
友

好
の
父
、
故
松
村
謙
三
氏
の
故
郷
福

光
町
を
は
じ
め
県
内
各
地
を
視
察
し

随
所
で
県
民
の
温
か
い
歓
迎
を
う
け

±
4
F
1
v
・4/
」

O

今
回
の
友
好
県
省
締
結
に
あ
わ
せ

て
、
遼
寧
省
か
ら
他
に
、
経
済
貿
易

代
表
団
(
一
行
六
名
)
、
遼
寧
大
学
友

好
学
術
交
流
締
結
団
(
一
行
三
名)、

遼
寧
歌
舞
団
(
一
行
三
十
名
)
が
訪

れ
ま
し
た
。

経
済
貿
易
代
表
団
は
県
経
済
界
と

の
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
先
進
企
業

を
訪
問
、
富
山
県
経
済
の
現
状
を
つ

ぶ
き
に
視
察
し
ま
し
た
。

遼
寧
大
学
友
好
学
術
交
流
締
結
団

は
、
富
山
大
学
と
友
好
学
術
交
流
を

締
結
し
、
今
後
の
学
術
研
究
、
教
育

の
場
で
の
積
極
的
交
流
を
約
束
し
ま

し
た
。

遼
寧
歌
舞
団
は
、
富
山
、
砺
波
二

会
場
で
公
演
し
、
伝
統
音
楽
の
数
々

を
披
露
し
、
巧
み
な
演
奏
で
満
員
の

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時

9 

aロボッ卜工場も熱心に視察

に
歌
で
友
情
を
深
め
よ
う
と
製
作
さ

れ
た
友
好
合
作
歌
「
友
情
の
花
L

「心

に
咲
く
歌
」
が
発
表
さ
れ
、
会
場
で

歌
唱
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
好
代
表
団
の

一
行
は
、
十

一
日

朝
、
全
て
の
予
定
を
無
事
終
了
し
、

晴
天
の
富
山
空
港
か
ら
多
く
の
新
し

い
友
人
に
見
送
ら
れ
て
、
離
県
し
ま

し
た
。

な
お
、
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
友

好
交
流
事
業
は
、
上
の
表
の
と
お
り

で
す
。



守岡
型?句

待
望
の
富
山
県
総
合
体
育
セ
ン
タ

ー
が
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
、
空
の

玄
関
口
富
山
空
港
に
隣
接
し
て
、
そ

の
偉
容
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

置
県
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で

国
際
的
な
競
技
会
も
開
催
で
き
る

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
日
本
一

に
挑
戦
す

る
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
友
の
拠

点
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
で
す
。

A.大アリーナ棟は国際級の施設

h
p
小
体
育
館
の
体
力
測
定
器

4
人
気
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

V 情報相談コーナーは気軽に利用できます。

期
工
事
分
の
大
ア
リ
ー
ナ
棟
と
サ
ー

ビ
ス
棟
だ
け
で
す
が
、
将
来
は
五
十

灯
温
水
プ

l
ル
棟
、
中
ア
リ
ー
ナ
棟

研
修
棟
、
屋
外
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

な
ど
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
の
暁
に
は
、
文
字
通
り
、
機
能

規
模
と
も
に
日
本
海
側
随
一
の
ス
ポ

ー
ツ
の
殿
堂
と
な
り
ま
す
。

六
月
六
日
か
ら

一
般
供
用
を
開
始

い
た
し
ま
す
。

利
用
時
間

二
十

一
時

休
館
日

日
と
国
民
の
祝
日
の

翌
日
、
年
末
年
始

九
時

1

毎
週
火
曜

利
用
料
金
(
個
人
の
場
合
)

一
般

(
二
時
間
)

二
百
円

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ

l
ボ

lレ

テ
ニ
ス
、
体
操
な
ど

あ
ら

ゆ
る
室
内
競
技
の
で
き
る
大
ア
リ
!

ナ
棟
は
、

国
際
級
の
最
新
設
備
を
備

え
て
い
ま
す
。
三
干
名
を
収
容
で
き

る
観
賢
席
の
周
囲
に
は

一
周
二
百

日
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ス
も
あ
っ

て
自
動
的
に
タ
イ
ム
も
計
れ
ま
す
。

小
体
育
館
に
は
、
気
軽
に
健
康
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

卓
球

台
や
体
力
測
定
機
器
が
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

10  

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ウ
ン
ジ
に
は

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提

供
の
場
と
し
て
、
情
報
相
談
コ

l
ナ

ー
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。そ

の
他
に
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
最
近
注
目
を
浴
ぴ
て
い
る
ビ
ー
ム

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
も
あ
っ
て
、
県
民

の
人
気
の
的
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
、
第

1 1 

1 F 

館
い
た
だ
き
、
明
日
へ
の
活
力
を
生

み
だ
す
健
康
と
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
、
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
申
込
み
、
間
合
わ
せ
先

児
童
及
ぴ
生
徒
(
二
時
間
)
百
円

(
専
用
す
る
場
合
は
、
時
間
帯
及

ぴ
目
的
に
よ
っ
て
使
用
料
が
異
な

り
ま
す
。
)

富
山
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
事
務
局

〒
九
三

O
ー

一一

富
山
市
秋
ケ
島

一
八
三
番
地

(宮

O
七
六
四
(
二
九

県
民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
ご
来

五
四
五
五
)





親
子
で
話
し
合

て

》コ

家
庭
教
育
に
関
す
る

い
ま
'ヲ

実
態
調
査
か
ら

図

調
査
結
果
の

あ
ら
ま
し

「
家
庭
と
学
校
と
両
方
で
」

五
二

・

三
江
、
学
校
に
対
す
る
期
待
が
大
き

い
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

(→ 

悩
む
親
の
姿
あ
り
あ
り

|
養
育
と
し
つ
け
に

な
お
自
営
業
や
家
事
に
従
事
し
て

い
る
親
の
場
合
に
は
、
「
家
庭
中
心
」

と
い
う
意
見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

関
す
る
意
識
|

「
自
信
が
あ
る
」
と
「
や
や
自
信
が

「
家
庭
が
中
心
」
四
二
・
四
辺
、

あ
る
」
と
を
合
せ
て
五

0
・
八
辺
で

図 1
しつけに対する家庭と学校の役割意識

-全体 ・親の性別 ・職業別一

ρ
日

制

。

川

M

M

U

U

M

U

山
一」
…1・

J
ル!

"一ヨ
リ
ー
いっ
一

る
『

i

阿
や

一
一ドー

両
じ

-5
一

1.5 

0.9 

学校が巾心

ET7 

家庭が中心
だと思う

数 下一一τ7τ
1.264人)l 日 J

親
622人7

47.0 

44.1 

36.7 

40.8 

38.6 

31. 7 

47.4 

44.1 

c話
( 175人)

サラリーマン

l(409人)

その他
( .41人)

親
( 639人)

l家事"( 274人)

定戦

1" : ~::人)
( 106人)

ノ、

父

1:上

「
あ
ま
り
自
信
が
な
い
」

「
全
く
自

一一=口、、、
a

h

l

F

、

ィ

.3J
し
」

の
四
五

・
七
一
日
を
わ
ず

か
に
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
自
信
の
あ
る
人
は

「
家
庭

中
心
の
し
つ
け
」
を
回
答
し
た
親
に

多
く
、

「
学
校
と
家
庭
と
の
両
方
」

を
回
答
し
た
親
に
自
信
の
な
い
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
父
親
で
「
自
信
が
あ
る
」
「
や

や
自
信
が
あ
る
」
人
が
六
二

・
三
一日

な
の
に
、

母
親
は
一
九

・
九
伐
と
両

親
の
間
に
か
な
り
差
が
あ
り
ま
す
。

100% 

ををe しじ円f

戸つコ つ
;け.け
で "でt~ .'， 

b、ふ
るだ
こ、ん
と特
は iこ
?気

80 

「
基
本
的
生
活
習
慣
」
が
八

二

・

田
辺
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
自
主

性
」
七
二

・
六
辺
、
「
感
謝
L

六
一一一

・
四
辺
、
「
責
任
感
」
六

0
・
九
は

と
な
っ
て
い
ま
す
。

60 40 20 

な
お
「
勤
労
意
欲
」
や
「
創
意
工

夫
」
、
「
宗
教
的
情
操
」
は
、
回
答
率

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

。

「
時
間
の
ゆ
と
り
が
な
い
」
四

0

.
一
辺
、
「
意
見
や
方
針
が
不

一
致
」

三
0
・
九
一
日
、
「
子
供
が
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
」

二
六

・
八
は
な
ど
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
(
図
2
)

(そ
の
他

l
T
人
)

口矧 3心幾人

口 定戦fii人

口パート11t人

-親の職業別ーしつけ実施の困難点図 2

60 

50 

40 

30 

20 

10 

か家
庭
は
、
子
供
の
人
間
性
を
形
成

す
る
大
切
な
場
で
す
。
今
日
、
私
た

ち
に
と

っ
て
家
庭
教
育
の
重
要
性
を

正
し
く
認
識
し
、
確
立
し
た
考
え
を
，

持
つ

こ
と
が
大
変
必
要
に
な

っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
た
び
県
で
は
、
家
庭
教
育
に

1 4  

関
す
る
父
母
の
意
識
を
中
心
と
し
た

実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子供たち、未来は君たちのものだ

調
査
の
方
法

こ
の
調
査
は
、
昨
年
十
二
月
の
初

旬
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
県
内
の

小
学
校
低
学
年
の
父
母
約
千
二
百
七

十
名
を
対
象
に
し
ま
し
た
。
回
収
率

は
、
九
九

・
三
ば
と
非
常
に
高
く
、

家
庭
教
育
に
対
す
る
親
の
関
心
の
高

き
を
示
し
て
い
ま
す
。

悩養
み育吋

γ はや
..'¥i..:-じ

・¥可3
7・: tすご

の
，不
'安 ;
や

「
性
格
」
四

O
ば

力」

一二一

了
九
江
、

「
健
康

・
体

「
家
庭
学
習
」

':~~.主Z人そ
•. vσ〉

仁コ 他サラリ ーマン 4面一人

3 

口 問 寸人主

15  

。

。
10 

20ト父

親

1
1
1
1
L
E
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つJ
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50 



二
八
・
六
一
日
の
順
と
な
っ
て
い
て
、

低
学
年
の
子
供
を
持
つ
親
の
特
色
が

で
て
い
る
よ
う
で
す
。

な
お

「
非
行

・
問
題
行
動
」
に
つ

い
て
も

一
二

は
も
の
不
安
が
示
き

れ
て
い
ま
す
。

(二)

母
親
中
心
の
家
庭
教
育

|
し
つ
け
に
つ
い
て
の

家
庭
内
の
意
識

|

訟
が
な
い草
ま
錐
Z

「
母
親
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

母
親
」
を
合
せ
て
六
二

・
七
ば
に
も

な
り
、
父
親
は
わ
ず
か
に
三

・
四
は

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

な
お
定
職
を
も
っ
母
親
の
場
合
に

「
祖
父
(
母
)
に
依
存
し
て
い

る
」
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す。

は

l:致Lt
1'，イ"じ三件
ぷセしの1

r;:'，; ~ ;\， j思~~;:j 

:J議長;与:1
シ攻:，~:;> I
7三今考:'~; I 

ο -:~ >ヮ 1

， J~';引

「

一

ん
v
A

-
z・2
」

「
だ
い
た
い
一
致
」
を

合
せ
て
五
四

・
六
に
で
す
が
、

し
違
、
っ
」

「
大
き
く
違
う
」
が
合
せ

て
四

-
四
一
位
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

「
し
つ
け
に
自
信
が
あ
る
」
家
庭
ほ
ど

も
の
で
す
。

な
お
父
親
は
母
親
に
比
べ
て
「
子

供
と
の
対
話
や
信
頼
」

「
健
康
や
体

力
L

「
友
人
関
係
」
な
ど
子
供
の
日

常
生
活
に
関
す
る
事
項
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

「
学
年
・
学
級
懇
談
会
L

五
二

・

五
ば
、
「
家
庭
教
育
学
級
」

三
二

・

八
一向
、
「
講
演
会
」

二
八
・
五
ば
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一 全 体 -

50十一一一一一一一--t。

(図 4)望まれる学習方法

52.5 

% 
60-

家
庭
内
の
意
見
が
一
致
し
て
い
ま
す
。

信

意
外
と
少
な
い
対
話
の
機
会

|
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
実
態
|

~山一
一晩
宗
一ぬ
対
話
一魚
崎
町
縄
県
公
山

一J
hw

wヴ
¥
張
。小川一一一日一門
ーいふん…一一日、川比一一日川川

「
夕
食
の
前
後
に
」
に
、

七

九
に
で
、
そ
の
時
間
は
「
三
十
分
以

上
」
が
五
七
・

二
は
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
母
親
は
コ
二
十
分
以
上
」

が
六
五
は
で
す
が
、
父
親
は
「
三
十

分
以
下
」
が
四
九
・
二
沌
も
あ
っ
て

子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

ー寸

少

ま
た
全
般
的
に
母
親
の
方
が
学
習

ニ
lズ
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

(図
412.1 

図 そ
の
他
・
無
答

26.1 

家
庭
教
育
学
級

ι川
田

引
U

・
ι昨
比
十

fu

立
本
日
一
戸

4

九
本

三
日

ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ

学

年

・

学

級

懇

談

会

18.5 

P
T
A
会

合

28.5 

講

演

0-

五
ば
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二 tJt~.'参宍
あカ日刊

ま視 ]
字聴 J

か一立て;.， '0，じー

三:'.f，;'>:f;_こγ -

と

「
マ
マ
き
い
て
、

私
は
三
歳
」
の

視
聴
が
四
六
・

二一
位、

「
家
庭
教
育

学
級
」

一
九
・
四
ば
、
「
婦
人
学
級
」

九
・

二
J

ぽ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
番
組
を
除
く
家
庭
教
育
に

関
す
る
学
習
機
会
へ
の
参
加
者
は
、

全
体
で
五
五
は

で、

母
親
の
参
加
率

が
父
親
の
そ
れ
を
大
き
く
上
ま
わ
っ

て
い
ま
す
。

ま

め

と

書

ま
ず
、
家
庭
教
育
に
お
け
る
父
親

と
母
親
の
役
割
と
意
識
に
つ
い
て
で

す
が
、
例
え
ば
実
際
の
し
つ
け
の
担

当
は
六
割
以
上
が
母
親
で
、
父
親
は

ほ
と
ん
ど
担
っ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
自
信
が
あ
る
」
の
は
父

親
の
方
で
、
母
親
は
不
安
や
悩
み
が

多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
母
親
は
父
親

A 
Z三

に
も
っ
と
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
父
親
は
「
子
供

と
接
す
る
時
間
が
少
な
い
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

己?親引
い、と:予J:j
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ヰぶ心.つ

民以"ム
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「
学
校
の
こ
と
L

が
八
四
ば
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
友
達
の
こ
と
」

六

0
・
二
江
、

「
宿
題
の
こ
と
L

五

六
・
九
ば
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。
全
体
的
に
対
話
の
内
容
は
、
父

親
は
子
供
の
「
生
活
問
題
」
が
、
母
親

は
父
親
に
比
べ
る
と
「
勉
強
」
の
こ
と

が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
(
図

3
)

家族そろってピク二、ソク

一 全体 一対話の内容図 3
% 
100 -

(四)

親
も
学
ぶ
姿
勢
が
必
要

ー
養
育
に
関
す
る
学
習
要
求

l

「
子
供
の
心
理
(
考
え
方
)
」
が
最

も
多
く
て
五
五
江
、
続
い
て
「
子
供

を
指
導
す
る
と
き
の
親
の
態
度
」
四

六

・
一
江
、
「
子
供
の
し
つ
け
や
生

活
習
慣
L

三
九

・
一
任
な
ど
が
多
い

主正

答

そ
の
他

1 6  

35.1 

宿
題
(
勉
強
)

の
こ
と

テ
レ
ビ
の
こ
と

遊
び
の
こ
と

友
達
の
こ
と

学
校
の
こ
と

o -

ま
た
し
つ
け
の
基
本
と
な
る
は
ず

の
親
の
生
活
観
や
価
値
観
が
多
様
化

し
あ
る
い
は
流
動
化
し
て
き
で
い
る

た
め
、
し
つ
け
に
つ
い
て
の
と
ま
ど

い
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
し

つ
け
を
学
校
に
期
待
し
た
り
、
ま
た

自
ら
家
庭
教
育
を
学
習
し
よ
う
と
い

う
意
識
が
強
い
よ
う
で
す
。

次
の
時
代
を
担
う
子
供
を
ま
ず
守
り

育
く
む
の
は
、
今
も
昔
も
家
庭
で
す
。

あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

に
な
り
ま
す
か
。

噛 ..... ぽ明ーーー』
健康・体力づくりも家庭教育で

17 

この調査について、詳しいこと

をお知りになりたい方は、富山県

教育委員会社会教育課までお問い

合せください。
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6
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

毎
年
、
災
害
の
た
め
に
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
土
砂
災
害
は
、

一
瞬
の
う
ち
に
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
る
恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。

一
昨
年
の
長
崎

大
水
害
、
昨
年
の
山
陰
豪
雨
な
ど
、
大
き
な
土
砂
災
害
が
近
年
多
発
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
ま
さ
か
自
分
の
住
ん
で
い
る
土
地
が
崩
れ
て
く
る
と
は
、
誰
も
考
え
て
い

な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
台
風
や
梅
雨
時
の
豪
雨
な
ど
で
、
ふ
だ
ん
水
の
少

な
い
沢
や
谷
、

一
見
し

っ
か
り
し
て
み
え
る
山
や
が
け
が
突
然
ゆ
る
ん
で
流
れ
た
り

崩
壊
し
た
り
し
ま
す
。
一

瞬
の
う
ち
に
尊
い
人
命
や
財
産
を
奪
い
、
道
路
や
田
畑
な

ど
を
破
壊
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
根
底
か
ら
覆
し
て
し
ま
い
ま
す
。

議
議
筆
養
護側

土
石
流
は
、
水
を
含
ん
だ
か
ゆ
状

土
石
流
、

が
け
崩
れ

の
多
量
の
岩
石
や
土
砂
が
一
瞬
の
問

に
流
下
し
て
く
る
も
の
で
す
。
土
石

流
の
先
端
部
は
小
山
ほ
ど
も
あ
る
大

き
な
岩
石
の
集
合
に
な
っ
て
い
て
、

後
部
に
な
る
に
従
っ
て
細
か
い
土
砂

地
す
べ
り
、

な
ど
を
い
い
ま
す
。
梅
雨
時
な
ど
の

豪
雨
や
春
先
の
融
雪
な
ど
が
引
き
金

に
な
り
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
大
き
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
保
有
し
て
流
下
し
て

く
る
た
め
、
極
め
て
強
い
破
壊
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
長
崎
大
水
害
の
死

者
の
う
ち
八
割
ま
で
が
、
こ
の
土
石

流
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す。
地
す
べ
り
は
、
斜
面
の
一
部
が
滑

落
す
る
現
象
で
す
。
粘
度
な
ど
す
べ

り
や
す
い
性
質
を
も
っ
地
質
(
「
す
べ

り
面
」
と
い
い
ま
す
。
)
に
浸
透
し
た

雨
水
や
融
雪
水
、

地
震
な
ど
外
部
の

力
が
加
わ
っ
て
、
上
層
の
部
分
が
す

べ
り
落
ち
る
も
の
で
す
。
昨
年
七
月

に
小
矢
部
市
内
山
地
内
で
発
生
し
た

地
す
べ
り
は
大
規
模
な
も
の
で
、
同

企小矢部市内山の地すべり

道
知
号
線
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
、
五
郎

丸
川
を
せ
き
止
め
る
な
ど
約
一
平
方

キ
ロ
引
に
わ
た
っ
て
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

が
け
崩
れ
は
、
融
雪
、
降
雨
な
ど

で
切
り
た
っ
た
斜
面
が
崩
壊
し
て
土

砂
が
滑
落
す
る
も
の
で
す
。
地
す
べ

り
が
あ
る
程
度
ゆ
っ
く
り
継
続
的
に

移
動
す
る
の
と
対
照
的
に
、
局
地
的

.がけの安全性を害する原因

A.土の中に含まれる水分が

増すことにより土のせん断抵

抗力が減少する

B 地下水位の上昇により水

圧が轡加する

C 含水震の場大による土の単

単位体積重量の増大

最近の自然災害による原因別死者および行方不明者数 ，
¥J¥.J 

500 

が地土洪
けすγ 水
崩べいな
れり流ど

400 300 

239 

242 

200 100 。

突
発
的
に
発
生
す
る
た
め
、

人
命
に

被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
い
災
害
で

す
。

相
山
市
伴

h
T
小関
叫品
格
品
格
深
キ
議
ゆ
品

b
M
山
ν

十

議
儲
螺
護

措
許
制
相
附
mr4昭
和
市
川
市
明
や
や

来
品
川
鳴
キ
キ
キ
品
川
管
場
和
平
け
や
キ
争
中
凶

器
半
端
部
品
如
来
"軍
艦

ωtι
仏

事
明府

議
w

帯
端
帯
操
業
{
ヤ
一
羽
ペ
凋
ω
小
平
や
や

ど
う
し
た
ら
こ
の
恐
ろ
し
い
土
砂

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
国
や
県
、
市
町
村
で

は
危
険
箇
所
を
指
定
し
て
防
災
工
事

を
実
施
す
る
な
ど
災
害
防
止
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
全

て
の
災
害
を
防
止
す
る
に
は
歪
っ
て

い
ま
せ
ん
。
地
域
の
住
民
の
み
な
さ

ん
の
日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
、
災
害

を
未
然
に
防
ぎ
、
被
害
を
最
小
限
に

止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ー

日

頃

か

ら

の

備

え

|

①
地
域
内
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
、

市
町
村
の
広
報
や
立
札
な
ど
に
注
意

し
て
確
認
し
て
お
く
。

②
危
険
箇
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
な

ど
、
日
頃
か
ら
注
意
を
怠
ら
な
い
。

(
危
険
の
兆
候
の
発
見
に
役
立
つ
。

③
万

一
の
場
合
の
避
難
場
所
、
避
難

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
や
地
域

で
話
し
あ
っ
て
お
く
。
積
極
的
に
地

508 

18  

202 

171 152 185 

域
単
位
で
避
難
訓
練
を
行
っ
て
お
く
。

(
先
年
、
岐
阜
県
上
宝
村
で
土
石
流

が
発
生
し
た
と
き
、

H
頃
の
避
難
訓

練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
人
的
被
害

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
)

同一
端
錦
紗
妨
趨
轡
鰍
明
都
宮
崎
間
一リ

土
砂
災
宮
の
防
止
に
は

み
な
さ

ん

一
人
ひ
と
り
の
日
頃
か
ら
の
十
分

な
理
解
と
備
え
が
重
要
で
す
。

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
は
こ
の

主
旨
か
ら
、
同

・
都
道
府
県

・
市
町

村
が

一
体
と
な
っ
て
昨
年
か
ら
実
施

19 

し
て
い
る
も
の
で
す
。
期
間
は
、
」
ハ

月

一
H
か
ら
三
十
日
ま
で
の

一
カ
月

問
で
す
。
特
に

-
H
か
ら
じ
日
ま
で

の

一
週
間
は

「
が
け
崩
れ
防
災
週

間
」
と
し
て
が
け
崩
れ
災
害
防
止
を

重
点
的
に
行
い
ま
す
。

県
で
は
こ
の
期
間
中
、
防
災
映
阿

の
映
写
会
、
危
険
箇
所
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
六
月
か
ら

四
カ
月
間
、
建
設
省
立
山
砂
防
工
事

事
務
所
と
共
催
し
て
、
立
山
砂
防
の

現
地
見
学
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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歯

の

衛

生

人
間
の
進
化
と
と
も
に
歯
は
退
化
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
人
間
が
熱
加
工
な
ど
調

理
し
た
食
物
を
と
る
、
つ
ま
り
堅
い
食
物

を
食
べ
な
く
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
お
と
な
で
も
親
不
知

歯
の
な
い
人
が
結
構
い
ま
す
ね
。
ア
ゴ
の

骨
が
小
き
く
な
っ
て
、

三
十
二
本
全
部
の

歯
が
生
え
き
れ
な
い
、
そ
ん
な
風
に
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

ワ
カ
メ

ワ
カ
メ
は
コ
ン
ブ
科

の
海
藻
で
、
日
本
各
地

の
沿
岸
部
に
分
布
し
て

い
ま
す
。
富
山
で
は
、

越
中
宮
崎
の
灰
付
ワ
カ

メ
が
有
名
で
す
ね
。

朝
日
町
の
東
端
宮
崎

で
は
、
五
月
の
中
頃
か

ら
日
を
決
め
て
(
「
日
明
け
の
日
」

と
い
い
ま
す
。)
ワ
カ
メ
を
採
集
し

ま
す
。
学
校
も
お
休
み
、
子
供
も

大
人
も
、
そ
れ
こ
そ
宮
崎
の
衆
総

出
の
忙
し
い

一
日
に
な
り
ま
す
。

男
た
ち
が
採
集
し
た
ワ
カ
メ
は
、

女
や
子
供
た
ち
の
手
で
ワ
ラ
灰
を

ま
ぶ
さ
れ
、
浜
で
天
日
干
し
き
れ

ま
す
。
こ
の
灰
に
ま
ぶ
す
こ
と
で

ワ
カ
メ
は
い
っ
そ
う
鮮
か
な
緑
と

風
味
を
増
し
、
熱
を
通
さ
な
く
て
も
柔
か

で
美
味
し
い
宮
崎
灰
付
ワ
カ
メ
に
変
身
す

る
わ
け
で
す
。

県
内
で
は
、

子供のときから歯みがき

で
も
歯
は
、
今
で
も
食
物
の
消
化
の
第

一
関
門
と
し
て
大
切
な
組
織
で
す
。
前
歯

は
切
る
、
ち
ぎ
る
、
奥
歯
は
砕
く
、
す
り

つ
ぶ
す
な
ど
の
役
目
を
し
ま
す
。
そ
し
て

唾
液
と
よ
く
食
物
を
混
合
し
て
胃
に
送
っ

て
や
り
ま
す
。
だ
か
ら
歯
が
悪
く
な
る
と

堅
い
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
。
胃
腸
を
悪
く

す
る
な
ど
、
人
生
の
楽
し
み
の

一
つ
で
あ

る
食
事
が
お
い
し
く
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

人
間
の
平
均
寿
命
は
、
七
十
五
才
ぐ
ら

い
で
す
が
、
歯
の
方
は
生
え
て
か
ら
最
も

長
い
下
ア
ゴ
の
糸
切
り
歯
で
六
十
年
、

一

番
短
か
い
下
ア
ゴ
の
奥
歯
で
四
十
年
ぐ
ら

い
と
、
か
な
り
寿
命
よ
り
短
か
い
よ
う
で

す
。
七
十
才
を
す
ぎ
る
と

一
本
も
自
分
の

歯
が
無
い
と
い
う
の
が
普
通
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

で
も
歯
は
、
手
入
れ
次
第
で
寿
命
を
の

ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歯
の
病
気
で
最

も
多
い
の
は
、
虫
歯
、
次
い
で
歯
槽
膿
ろ

う
。
ど
ち
ら
も
「
歯
を
清
潔
に
保
つ
」
こ

と
で
予
防
で
き
ま
す
。
食
事
の
後
の
歯
み

が
き
や
ブ
ク
ブ
夕
、
つ
が
い
を
励
行
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
年
に

一
回
は
歯
科
医
へ
行
っ

て
検
診
と
歯
垢
除
去
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

た
ビ
タ
ミ
ン
類
も
含
ん
で
お
り
、

健
康
食
品
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
、

フ
l
ド

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

酢
物
、
味
噌
汁
、
サ
ラ
ダ
な
ど
、
み
な

さ
ん
の
毎
日
の
食
卓
に
の
ぼ
る
こ
と

I
山
リ
4
0

f
av

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

f

、、.1
よ
く
乾
燥
し
た
も
の
は
長
期
保

存
が
き
き
ま
す
し
、
今
頃
の
季
節

に
は
生
の
も
の
も
庖
頭
で
み
か
け

ま
す
。

とやま旬の瞭

こ
の
ほ
か
氷
見
や
魚
津
な

ど
で
も
ワ
カ
メ
が
採
集
さ
れ
ま
す
。

ワ
カ
メ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
、
ま

ま
た
ワ
カ
メ
の
堅
い
茎
や
根
付
き
の
部

分
は
刻
ん
で
佃
煮
や
し
よ
う
ゆ
漬
に
す
る

と
、
コ
リ
コ
リ
と
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
お

い
し
い
保
存
食
に
な
り
ま
す
。

〈ワ
カ
メ
の
佃
煮
の
作
り
方
〉

①
乾
燥
し
た
も
の
は
水
で
も
ど
し
て
、
細

く
刻
む
。
②
妙
り
ゴ
マ
を
乾
い
た
ま
な
板

の
上
で
切
る
。
③
ト
ウ
ガ
ラ
シ
(
鷹
の
爪
)

は
種
を
抜
い
て
、
小
口
切
り
に
す
る
。
④

①
の
ワ
カ
メ
を
油
で
い
た
め
、
②
の
ゴ
マ

を
入
れ
る
。
⑤
砂
糖
を
入
れ
、
砂
糖
が
と

じ
ゅ
ろ
ぷ
ん

け
た
ら
し
よ
う
油
を
入
れ
て
十
分
煮
つ
め

最
後
に
③
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
混
ぜ
合
せ
る
。

(
分
量
ワ
カ
メ
三
百
句
、
ゴ
マ
大
き
じ
二
、

砂
糖
大
き
じ
二
、
し
よ
う
ゆ
カ
ッ
プ
三
分

の
一
、
油
大
さ
じ
一
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ

一
本
)

E
Dず
0
0
〈
ゐ
し
の
閥
E
2
0ず
日

さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ

立
山
町
日
中
地
区
で
は
、
毎
朝
、
お
と
な

も
子
ど
も
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
。

日
中
上
野
小
学
校
の
五
年
生
、
松
嶋
尚

子
ち
ゃ
ん
も
そ
の
人
一
で
す
。
尚
子
ち
ゃ

ん
か
ら
楽
し
い
「
情
報
」
が
届
き
ま
し
た
。

* 

* 

* 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

今
朝
も
、
き
れ
い
な
空
気
を
、
む
ね
い

っ
ぱ
い
す
い
こ
ん
で
走
り
な
が
ら

ー

す
れ
ち
が
う
人
に
、
元
気
よ
く
あ

員
、

-
同
1

い
さ
つ
を
し
ま
す
。

品
刷

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
さ
わ
や

句
。

か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
で
す
。

む

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
る
前
は
、

旬
。

起
き
る
の
も
お
そ
か
っ
た
し
、
起

か

き
る
と
す
ぐ
、
こ
た
つ
に
入
り
ぴ

.
，

た

っ
て
い
た
の
に
、
今
で
は
毎
朝

包
除

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
楽
し
み
で
、
早

1

4

く
起
き
る
の
が
平
気
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
初
め
は
い
や
い
や
走
っ
て
い
ま

し
た
。
つ
ら
く
て
、
た
ま
た
ま
、
休
む
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
し
め
た
。
今
日
は
、
小
雨
が
ふ
っ
て

い
る
か
ら
や
め
よ
う
。

」

〉匂

y

-

斗

質

け

je
…
三一
ク
・l
l
z

一一一一一」一一一¥一一
ち
い一
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百円

G
一
h

リメし、・
リ↑
G
戸

ee院
臥
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一
'じ
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t
R
自主

一一一暮
一¥
一ひ
一“三

豊

か
さ
の
選
び
方

傘
の
世
界
に
も
フ
ッ
シ

ョ
ン
化
の
波
が

押
し
寄
せ
、
消
費
の
多
様
化
と
個
性
化
が

進
展
す
る
中
で
、
色
、
柄
と
も
年
々
豊
富

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
い
つ

も
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
安
い
傘

が
売
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
選
べ
ば

よ
い
の
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

製
造
コ
ス
ト
の
半
分
は
生
地
代

価
格
の
高
低
は
、
傘
の
生
地
、
間
背
中
棒
、

付
属
品
な
ど
、
材
料
の
種
類
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
が
、
生
地
代
が
、
製
造
コ
ス
ト

の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
有

名
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
な

ど
は
、
そ
の
分
が
価
格
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

材
料
の
種
類
と
特
徴

・
生
地
:
:
:
主
流
は
ナ
イ
ロ
ン

全
体
の
卯
%
近
く
が
合
成
繊
維
で
、
そ

戸
柿
ぬ
U
R

h

B
A
r
・
一一-

坤
V
F
幽

ザ
ヘ

伊
〆

F

一J~
〆齢

除がマ-

関

9

・

闇

γ

ン阻

そ
う
思
っ
て
休
ん
だ
日
、
学
校
へ
行
っ
て

み
る
と
、
雨
の
中
で
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し

た
と
い
う
お
友
達
が
い
た
の
で
す
。
私
は

そ
の
が
ん
ば
り
に
、
お
ど
ろ
い
た
り
、
感

心
し
た
り
し
ま
し
た
。
私
も
が
ん
ば

っ
て

み
よ
う
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

毎
朝
、
弟
と
二
人
で
家
を
出
る
と
、
走

っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
友
達
や
、
お
と
な

り
の
人
た
ち
に
出
会
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
。
」
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
ω

と
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
に
も
、
あ

い
さ
っ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
帰
っ

て
く
る
と
、
朝
ご
は
ん
も
、
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
ま
す
。
私
は
、
「
き
わ
や
か
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
理
由
が
わ
か
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
き
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
が
ん
ば
り
、
強
い
体
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

毎日参加が励みです

20  

の
う
ち
で
も
ナ
イ
ロ
ン
が
大
部
分
を
占

め
ま
す
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
は
高
級
品
に

使
わ
れ
ま
す
。

・
骨

(
フ
レ
ー
ム
)
:
:
:
主
流
は
鉄

軽
く
錆
ぴ
に
く
い
な
ど
の
特
性
が
か

わ
れ
、
ア
ル
ミ
合
金
を
使
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
強
度
が
劣
り
ま
す
。

値
段
の
違
い
は
、
メ

ッ
キ
の
種
類
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。
滑
ら
か
さ
、
光
沢
が

よ
い
こ
と
か
ら
、
高
級
品
に
は
ク
ロ
ム
メ

ッ
キ
、
黄
銅
メ
ッ
キ
が
使
わ
れ
ま
す
が
、

値
段
は
高
く
つ
き
ま
す
。
次
い
で
ニ
ッ
ケ

ル
メ
ッ
キ
、
亜
鉛
メ

ッ
キ
が
あ
り
ま
す
。

購
入
時
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・
生
地
の
組
成
、
親
骨
の
長
さ
、
親
骨
の
書

面
加
工
等
の
表
示
を
確
め
ま
し
ょ
う

0

・
生
地
の
た
る
み
、
は
り
過
ぎ
が
な
く、

縫
製
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
か
ど
う
か

確
め
ま
し
ょ
う
。

・
学
童
傘
に
は
、

S
G
マ
l
ク
が
つ
い
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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こ
の

H

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
H

では、

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
原
稿
の
送
り
先
は
、

一T
九
三
O

富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七

号
富
山
県
知
事
公
室
広
報
課

H

く
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
H

係
ま
で

ヨ
0
ず

0
0
〈
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4月17日
知事らが回答しました。

~県庁屋上に鯉のぼり | 

5月5日から一週間は児童福祉週 14月23日
間ですが、この日「鯉のぼり」が県|麗富山エフエム放送発足

庁屋上に掲がり ました。 I 富山エフエム放送株式会社の創立

富山市内の保育園児 100人と中沖 |総会が聞かれました。

知事が力を合せてロープを引きます | 自主制作番組を含む、音楽を中心

と、さわやかな春風に乗って鯉が元 |としたステレオ放送が、来年 4月か

気一杯、泳ぎ始めました。 I ら始まることなどが決まりました。

鯉のぼりの下で、代表の園児が、 | 県内ほぼ全域と石川県の一部をサ

「元気な良い子になります。」と誓い|ーピス ・エリアとする予定です。

の言葉を発表し ました。

4月19日
顔立山町でまちまわり、

知事と語るつどい

今年 3回目のまちまわり、知事と

語るつどいが、立山町で行われまし

た。

ひょうたんやエノキダケなどの特

産品加工場の視察などの後、町役場

を会場に、住民の意見、要望を聴き

ました。

道路や橋りょうの整備などのほか

風土記のEの充実などの要望が出さ

れ、積極的に実現への努力を行う旨

.品 目 a・・ Ti..- --... 一 時 国a
企まちまわりで、エノキダケ工場を視察

ト

υ
り

に

す

だ

E
一
釦

ま

閉

ま

く

ト・

3
-
始

月

れ

覧

-

l

J

仁
川

も

カ

ら

こ

ト

3
い

年

5
げ

を

/

一
、
今
の
広
号

U

し

、

で

り

月

は

ミ

が

ま

操

5

富

叫

K

日

じ

誌

き

山
一

μ
か

本

バ

し

ペ

月

や

L

-

;
 

晴

人
一
V

9

賑

ゆ

-L

山

キ

た

り

し

J

川
i

凡

光

し

た

詳

い

麗

観

ま

わ

(

さ

」

く

れ

、

北

ツ

立

進

教

教

森

人

口

づ

ぞ

て

。
て

一

県

推

児

、

に

5
づ

県

れ

し

た

し

ポ

知

の

害

授

言

者

引

の

そ

と

し

と

ス

愛

究

障

教

助

争

討し

一

、

一

ま

役

技

治

研

学

品

目1
本

は

ダ

め

進

競

秀

査

授

大

導

叩

ム

日

で

一

決

推

、

井

調

教

車

指

矧

ツ

の

県

リ

を

の

授

松

育

学

岐

の

特

一

つ

山

フ

者

ン

教

に

教

大

霞

グ

コ

」

の

ポ

三

富

ッ

導

ラ

学

ど

校

波

木

ン

F
L
H
ス

の

る

ト

指

フ

大

な

学

筑

柚

j

パ
斗
一

と

」

す

の

別

ン

州

成

、

唱

に

セ

フ

-

本

康

緑

戦

で

特

一

信

養

授

即

導

ン

コ

づ

日

健

と

挑

野

の

リ

雄

者

教

仁

指

ウ

F
r
u

「

花

に

分

人

グ

文

導

学

真

の

カ

4
麗

「

り

の

5

村

指

大

に

育

育
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住宜司前筑波大学技官の 5名です。

森住氏は、すでに県教育総合センタ

ーで常勤の専門研究員として指導に

あたっています。

東京に本社をもっ医薬品メーカー

の大手エスエス製薬が、富山新港工

業用地D2地区に工場を建設するこ

とになり、用地売買契約の調印が行

われました。県庁特別室に、エスエ

ス製薬の泰道社長、中沖知事ら関係

者が列席、契約書を交わしました。

工場公園の将来構想も計画されて

おり、地元の期待は大きいものがあ |た。

ります。

4月25日

‘ 獅
子
舞
大
兄兄

演
.6. 

= 

5月2日
麗県政パス・スター卜

県民の皆さんにより深く県行政を

理解していただこうと、今年も県政

パス教室が始まりました。この日、

富山 ・高岡 ・魚津・砺波 4地区から

合せて182名が乗車し、熱心に各施

4月26白
星電県青年の翼派遣

第14回県青年海外派遣、 一般部門

の一行83人が、オーストラリア・マ

レーシアの二カ国訪問に出発しまし

た。県庁大ホールで行われた出発式

で、中沖知事から藤井同長に同旗が

渡されました。団員代表の平田英子

さんが、 「言葉や習慣の違いを超え

二カ国の青年たちと積極的交流を行 ・

って、連帯と友情を深めます。」と決

意を述べました。

なお、同員は 5月9112週間にわた

る日程を終え、無事対IJiIしました。

設を見学しました。

5月9日

4月16日---5月15日

5月10日
星電春の叙勲伝達

自治、消防、厚生関係の春の叙勲

の伝達式が行われました。

長年にわたり地方自治、消防防災、

医療、福祉に貢献された方々20名に

知事から勲記、勲章が伝達されまし

麗技能五輪選手団壮行会

5月18日から 4Fl問、東京を主要

会場として開かれる第22田技能五輪

全国大会に出場する富山県選手団を

激励する壮行会が行われました。

施盤の田中勇治さん、機械製図の

中川一明さんなど五名で、いずれも

20歳前後の富山県技術の将来を担う

打者たちです。

富山県は今ま で優秀な成積をおさ

めており、今回の出場者にも大きな

期待がょせられています。

5月14白
星電文化性導入を

文化的環境づくり委員会が聞かれ

ました。道路や公共施設に「文化性」

を取り入れて、うるおいとやすらぎ

のあるまちづくりや、豊かな情操環

境を作ろうというものです。5月11日
麗ひろがる緑化の輪・ 植樹祭 l 今年は、県リハビ リテー ション病

第35回県植樹祭が、黒部市嘉例沢 |院のメインアプローチの修景など、

森林公園で行われました。 I13事業を推進することになりました。

緑化事業などに貢献のあった19名

‘ 県
政

ス
の
車
中
で

と3団体の表彰の

あと、みどりの少

年凶や地元関係者

などの手で、県の

4月27日
麗エス工ス製薬新港工業用地

に進出

麗友好県省締結 |木立1'1杉 3、750本

中同j立寧省と富山県の友好県省締 |が植樹されました。

結が調印されました。 (詳しくは、 l 
本文 6ページをご覧ください。) 企ぼくたちのこの手で生み出す緑の世界

2
 

2
 



.第39口県展の開催

今年も県民が聞かれます。県内在住者等の卜l本画 .i下両 ・彫刻・

工芸 ・書・万真の 6部門の応募作品のqlから優秀なものを選んで民

示いたします。皆織の鑑賞をおすすめします。

(1 )期間 6 月 9 日 (土)~ 6月1511(金)

(2)会場 :宮[I[県民会館展示場

"""""""'"近代美術館から'

勺レオ一版画展ク 5月 26日~6 月 24日
20 世紀夫術の展開に大きな貢献をしたジョルジュ・ル

オーの版岡の全貌を紹介する展覧会を開催します。

ルオ一作品のノユ強いタッチと重厚なマチエール、 j来い

精神性を 1-分ご堪能ください。

入場料 ー般 700円高校大学生 500円

小中学校 300円

なお、毎週月曜日は休館Hです。

.昭和59年度県民大学校夏季講座開講

今年も富 [I[ ・ 高|品!の ーー 会場で夏季講H~ を f 内、ます。 みなさんふる
ってご応募くださし、。

(1)申込期間 6月 lけから先着順

(2)申込先 :〒930~肖 [I[市舟僑北町 7 の 1 ';-i>; [1 [U， ~_I伝説学習センター

または、 〒933出岡市lよ小路 7-50高附市教育安員会社会教育課
(3)申込方法:封書で中込んでくださし、。資料代として3001lJ必安です。
申込みの際切手でI，;J封してくださし、。詳しいことは、小iJi'学宵セン
ター (ft0764(41) 8635)へお問い合わせくださし、。

(富山会場〉

月討 講師名 分野 I負. 題

7 / 11 89 ((ぷ本)) 永井路チ 文 会寸旦ー. 「歴-史F.朝のHl|与l代の久を1たl'心ち」に

7 / 21 09((木お) ドロj刀出 高 文 寸A立一. 「小説家のIlRJ

7 / 22 01 ((却金) 村松 間IJ 文芸評論 r 11本よ化の未米」

7/2221((jFl) ) 11ι H.I 幸 将 棋 「人生は勝れ」

7 / 2243((火月)) 高11 留重人 帝王 i斉 r III~ 界、|午11 におイtけfる立
u の訓」

7/24(火) 竹村健 評 舌ロι問 「これからの 11本」

持彦玄固
ま

6月街頭献血日程

月日曜 場 所 時間 月日曜 場 所 時間

61批)富山駅前 10:00~16:00 6/16Z士 富山駅前 1O :00~16:00 
2土)高岡駅前 1 0 :OO~ 15: 30 17(日)富山市中央通り前 1 0 :OO~ 16 :00 
耳目)黒部市メルシー前 10 : OO~ 15 : 30 1&月)rm波市役場前 10:00~15:30 
耳目)砺波プラザ前 10:00~15:30 23はj富山叡前 10:00~16:00 
改~ 八尾町役場前 10 : 00~15:30 23凶 高岡IR前 1 0 :OO~ 15 :30 
目別 上平村役場前 10 :OO~ 15 :30 24(日)

編健福高光康野岡増町駅町進前役セ場ン前ター前

10:00~15:30 
g土)富山駅前 10:00~16:00 27体) 10 : 00~15:30 
民土)高岡駅前 10:00~15 : 30 2&木) 10 : OO~ 15: 30 
1(X8) 富山西武前 10:00~16:00 3α土)富山駅前 10:00~16 : 00 

14(:本)立山町役場前 10:00~15:30 3α土)高岡駅前 10:00~15 : 30 

1脳j魚津サンプラザ前 10 ・ 00~15:30

〈高岡会場〉

月日 講師名 分野 I負 題

7/27(釦 r!1 村雄二郎 哲 λ寸立時. 「演劇的知と現代」

7/28(土) 加藤 寛 経 i斉 「世界の巾の日本」

7/30(月) 安達暖イー 華 道 「ー輸の花」

7/31(火) 者11 倉俊 1i: 由 「暮らしに生きる白ー楽」

8 1 (水) 平田精耕 刀τ 数 「禅と現代」

8/2(木) !戎| 一郎 司会・著作 「おふくろとほ」

庄
川
の
幸
を
丸
ご
と

前
か
ら
作
り
始
め
た
と
か
で
、
他
に

忍
は
岐
阜
で
少
々
作
ら
れ
て
い
る
と
い

う
程
度
だ
そ
う
で
す
。

「
鮎
う
る
か
」
と
「
鮎
の
子
う
る

か
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
生
き

た
ま
ま
の
成
魚
を
二
十
日
間
塩
漬
け

し
た
後
、
水
洗
い
し
て

一
日
干
し
、

知
る
人
ぞ
知
る
、
珍
味

H

う
る
か
H

と
い
う
訳
で
、
砺
波
市
中
野
、
庄
川

し
た
。

河
畔
の
山
だ
や
さ
ん
に
お
邪
魔
し
ま

包
丁
で
頭
も
骨
も
身
も
細
く
砕
い
た

も
の
が
、
鮎
う
る
か
。
鮎
の
子
う
る

う
る
か
は
、
鮎
の
塩
辛
で
す
。
先

代
の
御
主
人
が
、
今
か
ら
四
十
年
程

か
は
、
塩
漬
け
し
た
真
子
と
白
子
を

混
ぜ
合
せ
た
も
の
で
す
。
添
加
物
は

秋
十
月
、

産
卵
の
た
め
に
庄
川
を

遡
上
し
て
く
る
鮎
が
原
料
で
す
。
養

殖
物
は
脂
肪
が
多
す
ぎ
て
い
け
ま
せ

ん
。
天
然
の
、
そ
れ
も
利
賀
谷
か
ら

流
れ
出
た
石
に
付
く
水
苔
で
大
き
く

な
っ
た
鮎
が
、
最
高
と
か
。
庄
川
の

水
は
冷
た
く
て
清
浄
で
、
そ
こ
に
育

つ
鮎
は
、
四
国
四
万
十
川
に
次
い
で

美
味
と
い
わ
れ
ま
す
。

製
品
は
、

主
に
金
沢
や
富
山
・
高

岡
の
市
場
を
通
じ
て
全
国
の
有
名
デ

パ
ー
ト
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
原
料
が
原
料
だ
け
に
需
要
に
応

じ
き
れ
ず
、
断
っ
て
い
る
の
が
現
状

原料の鮎は、天然のもの

だ
そ
う
で
す
。
最
近
は
、
海
外
出
張

の
お
み
や
げ
に
と
い
う
人
も
多
い
と

、
。
・刀

そ
の
ま
ま
酒
の
肴
に
、
あ
る
い
は

温
い
ご
飯
に
の
せ
て
食
べ
る
、
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県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県 富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮富山31-4111附

，. 31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮高岡21-9411

魚津新宿10-7"(総合庁舎内)

宮魚津24ー 5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

宮砺波33-5151

F 晶司

怠

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

談相民

.県遭遇行止のお知らせ

かねてから改良が望まれていた富山市内富岩街道(県道富山港線)

の団地方踏切の立体交差化のため、次のとおり車両通行止になって
います。

(1)区間 :千歳町富[I[トヨタ前~城北町日本海ガス前

(2)期間:昭和59年 6Jl 1 円 ~62年 12月 25 日

(3)うlul路 :地鉄ピル償牛島ガード及ぴ県道八幡田稲荷線 (通称産業

道路)

.県政物価パス教室スター卜

6月から 9月まで'15台の物価パスを運行します。

H常生活に欠かせない食料品などの流通の仕組みを直接見て勉強

していただきます。夏休みには家族そろって参加できるコースもあ

ります。参加費は無料です。

詳しくは県庁県民生活課 (ft0764(31) 4111)までお問し、合わせ
くださし、。

か 砺波地方県民相談室

付*****村川県広報はあなたと県を結ぶパイプ役川村川村女**

* * * 富山県では、 この「県広報とやま」のほかテレビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹 * 
女 介や持しの情報を提供しています。 ， * 

* 〈テレビ広報) <新聞広報〉

* * KNB 'こんにちは富111Vr~ で、す J 0北日本、 富 ILi、 読売、北陸1j11=1 * * ÍiJ:週刊曜日!j"-I荷 8 時~ 811.r30分 毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」 合

: 削テレビ '110以のひろば 毎月最終土曜卜I'みんなの県政」 : 
食 クイズ / フォーカスイン一一J 0朝日、毎日 貴

女 毎週 11曜 11 !I: litr 9 時~ 9 時30分 毎月第 2、最終土曜日「県からのお知らせJ * * 貴
女**********************ヲtr***ヲtr*****ヲtr*ヲtr**********ヲtr**宮崎*
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。どんどん参加して富山を知ろう。

あなたの町にも、不思議なことや面白いこと、

もっとみんなに知ってもらいたいことがあるはず

です。

あなたの知らないことで、知っていたらもっと

楽しくなることもいっぱいあるはずです。

そんな富山の話題を集めて、 H クイズ/フォー

カス・インH 出場者と問題を募集しています。

出場は二人一組で。

.あて先

〒930-11 富山市根塚町828

富山テレビ放送株式会社

「クイズ/フォーカス・イン」係

葉書でお送りください。

"クイスε/フォーカス・イン"は、

富山県が提供しているあなたの番

組です。

毎週日曜日、朝 9時から30分間

楽しさいっぱいで、富山テレビで

放送しています。
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